
JFESP®

JFEの鋼矢板



JFESP ®

　鋼矢板は河川護岸、港湾岸壁、土留め、止水壁、耐震補強等、建設工事の幅広い分野にわた

って用いられ、その重要性はますます高まっています。

　当社西日本製鉄所の最新鋭の圧延設備を駆使してJIS A 5523またはJIS A 5528に対

応したハット形およびU形の2種の鋼矢板を、また一体圧延成型によるコーナー鋼矢板や、

海洋環境向けに重防食被覆を施した鋼矢板（JFE  マリンコート®）等も製造しています。

　これら各種の鋼矢板JFESP®（JFE-steel Sheet Piling）は必ずや需要家の皆様のご要

望に十分お応えできるものと確信しています。

　今後とも、当社の鋼矢板JFESP®をご愛顧下さいますようお願い申し上げます。
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※JFESP®は、JFEスチールの登録商標です。



1 豊富な種類と経済性
ハット形およびU形の2種類の鋼矢板があり、

それぞれ各種の型式をそろえていますので、

経済的な設計ができます。

2 高い信頼性
当社西日本製鉄所の世界に誇る最新鋭の設

備を用いて厳重な品質管理体制のもとで製

造しています。

3 すぐれた施工性
鋼矢板の継手部は、組合わせたときに十分

な余裕があり、互換性、施工性にすぐれた

形状としています。

特長

鋼矢板にはつぎのような用途があります。

用途

岸壁、護岸、防波堤、擁壁、洗掘防止工、止水壁、堰堤、導流堤など

土留め・山留め、二重仮締切、築島など

防油堤、地下送油管防護工、盛土耐震補強壁、液状化対策、
地盤沈下対策など

永久構造物用

仮設工事用

特 殊 用 途
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JFESP ®

鋼矢板の製造工程

●上吹き
●底吹き
●上底吹き転炉

（酸化被膜除去）

トングカットソー粗圧延機連続加熱炉ブルーム・スラブ連続鋳造設備製　鋼 デスケーリングデバイス

2 3 4 5 6 71

クーリングベッド

ホットソー

中間圧延機

ブルーム

スラブ

クーリングベッド

ホットソー

中間圧延機
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（横押・上下押式）

中間圧延機 仕上圧延機 ホットソー クーリングベッド 製　品

プレス矯正機

（矯正機）

レベラー

検　査

冷　却

8 9 10 11 12 13 14

レベラー

製品検査

製品出荷
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JFESP ®
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鋼矢板の規格は、JIS A 5523（溶接用熱間圧延鋼矢板）またはJIS A 5528（熱間圧延鋼矢板）によります。

■形状・寸法の許容差

規格

■化学成分

■機械的性質

曲がりは矢板壁に対して平行方向、反りは矢板壁に対して直角方向とします。【備　考】

厚　さ

曲がり

反　り

項　目

断面形状
ハット形

有効幅
全幅

高さ

厚さ

断面の直角切断差

継手かん（嵌）合角度

長　　さ

高　　さ

全　　幅

（単位：％）

規　格

JIS A 5523
（溶接用熱間圧延鋼矢板）

ハット形鋼矢板

炭素当量は次式によります。　炭素当量（％）＝C＋Mn/6＋Si/24＋Ni/40＋Cr/5＋Mo/4＋V/14
フリー窒素の値は、JIS A 5523の「5.化学成分  注2」に準じ、全窒素量で表示します。

【備　考】 1.
2.

規　格

JIS A 5523
（溶接用熱間圧延鋼矢板）

シャルピー吸収エネルギーは試験温度0℃での値です。【備　考】 

記　号 C Si Mn P S フリー窒素 炭素当量

SYW295 0.18以下 0.55以下 1.50以下 0.040以下 0.040以下 0.0060以下 0.44以下

SYW390 0.18以下 0.55以下 1.50以下 0.040以下 0.040以下 0.0060以下 0.45以下

※SYW390については常時圧延しておりませんので事前にご相談願います。

SYW295 295以上 450以上 43以上 32以上 22以上

SYW390 390以上 490以上 43以上 32以上 22以上

降伏点
又は耐力
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び
（％）試験片

シャルピー吸収エネルギー（J）
試験片の高さ × 幅 （mm）

10 × 10 10 × 7.5 10 × 5
記　号

※SYW390については常時圧延しておりませんので事前にご相談願います。

＋10mm　－5mm

±4％

全幅差 ー

±1.0mm

±1.2mm

±1.5mm

＋規定せず　0

長さ（ｍ）×0.12％以下

長さ（ｍ）×0.25％以下

幅の4％以下

端曲がり ー

≧4°

長さ10m以下

長さ10mを超えるもの

長さ10m以下

長さ10mを超えるもの

10mm未満

10mm以上16mm未満

16mm以上

※

※

（長さ－10m）× 12mm以下0.1％＋

（長さ－10m）× 25mm以下0.2％＋

18以上
24以上

1A号
14B号

16以上
20以上

1A号
14B号
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（単位：％）■化学成分

■機械的性質

U形鋼矢板

※SYW390については常時圧延しておりませんので事前にご相談願います。
炭素当量は次式によります。　炭素当量（％）＝C＋Mn/6＋Si/24＋Ni/40＋Cr/5＋Mo/4＋V/14
フリー窒素の値は、JIS A 5523の「5.化学成分  備考2」に準じ、全窒素量で表示します。

【備　考】 1.
2.

※SYW390については常時圧延しておりませんので事前にご相談願います。
シャルピー吸収エネルギーは試験温度0℃での値です。【備　考】 

【備　考】 曲がりは矢板壁に対して平行方向、反りは矢板壁に対して直角方向とします。

U　　形

JIS A 5523 許容差
JIS A 5528許容差

2， 3， 4， 5L， 6L 2W， 3W， 4W
10mm
5mm

＋
－

1.0mm
0.3mm

＋
－
1.2mm
0.3mm

＋
－
1.5mm
0.3mm

＋
－

1.0mm±

1.2mm±

1.5mm±

± 4％± 4％

幅の4％以下
規定なし

有効幅の4％以下
≧6°

長　さ

全　幅

項　目

断面形状

厚　さ

曲がり

端曲がり

断面の直角切断差
継手かん（嵌）合角度

反　り

全幅差

全高さ

長さ方向の端部1mの範囲において
全幅の最大と最小の差が4mm以下 規定なし

規定せず＋＋
0

規定せず
0

10mm未満

長さ10m以下
長さ10mを超えるもの
長さ10m以下
長さ10mを超えるもの

16mm以上

10mm以上
16mm未満

端部から1mの弧側測定値もしくは
接線側測定値の1/2で、1.5mm以下 規定なし

長さ × 0.1％以下
最大20mm

長さ × 0.12％以下

長さ × 0.25％以下長さ × 0.2％以下
最大20mm

（長さ－10m）× 12mm以下0.1％＋

（長さ－10m）× 25mm以下0.2％＋

6mm
5mm

＋
－有効幅× ±1％

厚さ
全高さ

継手

有効幅
全幅

有効高さ

■形状・寸法の許容差

※

規　格

SYW295

SYW390

SY295

SY390

※

295以上

390以上

295以上

390以上

450以上

490以上

450以上

490以上

43以上

43以上

32以上

32以上

ー

ー

22以上

22以上

降伏点
又は耐力
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び
（％）試験片

シャルピー吸収エネルギー（J）
試験片の高さ × 幅 （mm）

10 × 10 10 × 7.5 10 × 5
記　号

1A号
14B号
1A号
14B号
1A号
14B号
1A号
14B号

16以上
20以上

18以上
24以上

16以上
20以上

18以上
24以上

JIS A 5523
（溶接用熱間圧延鋼矢板）

JIS A 5528
（熱間圧延鋼矢板）

JIS A 5523
（溶接用熱間圧延鋼矢板）

JIS A 5528
（熱間圧延鋼矢板）

記　号

SYW295

SYW390

SY295

SY390

規　格 C

0.18以下

0.18以下

ー

ー

Si

0.55以下

0.55以下

ー

ー

Mn

1.50以下

1.50以下

ー

ー

P

0.040以下

0.040以下

0.040以下

0.040以下

S

0.040以下

0.040以下

0.040以下

0.040以下

フリー窒素

0.0060以下

0.0060以下

ー

ー

炭素当量

0.44以下

0.45以下

ー

ー
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ハット形鋼矢板の型式は用途および荷重条件に応じてご選定下さい。

形状と断面性能

■断面性能一覧表

■質量あたりの断面二次モーメントと断面係数

■継手効率

ハット形鋼矢板

１枚当たりの中立軸と壁を形成した後の中立軸が一致

概念図

JFESP-10H

壁体構築後の中立軸と、鋼矢板１枚当たりの中立軸とが一致する断面形状
ですから、頭部拘束の有無に関わらず、継手効率は100％となります。

寸　法

型　式

JFESP-10H

JFESP-25H

900

900

230

300

10.8

13.2

110.0

144.4

9,430

22,000

812

1,450

  86.4

113

122.2

160.4

10,500

24,400

902

1,610

  96.0

126

矢板一枚当たり 壁幅１ｍ当たり

１枚当たりの中立軸 壁を形成した後の中立軸

U形鋼矢板

w
（全幅）

h
t

1.16

1.15

JFESP-45H

JFESP-50H

900

900

368

370

15.0

17.0

187.0

212.7

40,500

46,000

2,200

2,490

147

167

207.8

236.3

45,000

51,100

2,450

2,760

163

186

1.16

1.16

有効幅
Ｗ

（mm）

高さ
ｈ

（mm）

厚さ
ｔ

（mm）

断面積
×10－4
（ｍ2）

断面二次
モーメント
×10－8
（ｍ4）

断面係数
×10－6
（ｍ3）

単位質量

（kg/ｍ）

断面積
×10－4
（ｍ2/ｍ）

断面二次
モーメント
×10－8
（ｍ4/ｍ）

断面係数
×10－6
（ｍ3/ｍ）

単位質量

（kg/ｍ2）

塑性断面係数
／弾性断面係数
（Zp／Ze）

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

80 100 120 140 160 180 200 220 24060
単位壁面積あたりの鋼材質量（kg/m2）

壁
幅
１
ｍ
あ
た
り
断
面
二
次
モ
ー
メ
ン
ト

（
×
1
0
-8
m
4
/ｍ
）

JFESP-25H

JFESP-45H

JFESP-50H

JFESP-10H

継手効率
0.45

継手効率
0.8

3W

4W
5L

2Ｗ

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

500

80 100 120 140 160 180 200 220 24060

単位壁面積あたりの鋼材質量（kg/m2）

JFESP-25H

JFESP-45H

JFESP-50H

JFESP-10H

継手効率
0.6

継手効率
1.0

3W

4W

5L

2Ｗ

壁
幅
１
ｍ
あ
た
り
断
面
係
数（
×
1
0
-6
m
3
/ｍ
）
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一方向打設となり、継手の競り合いによる貫入抵抗を低減できるため、
U形鋼矢板に比べて、長尺施工時の施工性向上が期待できます。

ハット形鋼矢板の特長

優れた施工性
●省スペースでの施工が可能

●長尺施工が可能

有効幅600mmのU形鋼矢板（広幅型鋼矢板）と比べ、単位壁面積
当たりの鋼材質量を7～29％程度低減することが可能になります。

有効幅900mmとなり、広幅型鋼矢板に比べ、施工枚数を2/3に低減
できます。

優れた経済性
●工事費削減・工期短縮

●鋼材重量の低減

（　）内数値は社内管理値です。予告なく変更する場合があります。

JFESP-10H

JFESP-25H

900
（933）

23
0

10.8

900

30
0

13.2

（933）

JFESP-45H

900

36
8

15.0

JFESP-50H

900

（936）

（938）

37
0

17.0
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形状と断面性能

■断面性能一覧表

■質量あたりの断面二次モーメントと断面係数

鋼矢板1枚当たり 壁幅1m当たり寸　法

型　式

600

600

600

400

400

400

500

500

130

180

210

100

125

170

200

225

10.3

13.4

18.0

10.5

13.0

15.5

24.3

27.6

2,110

5,220

8,630

1,240

2,220

4,670

7,960

11,400

203

376

539

152

223

362

520

680

61.8

81.6

48.0

60.0

76.1

131.2

173.2

225.5

153.0

191.0

242.5

267.6

306.0

13,000

32,400

56,700

8,740

16,800

38,600

63,000

86,000

1,000

1,800

2,700

874

1,340

2,270

3,150

3,820

103

136

177

120

150

190

210

240

JFESP-2W

JFESP-3W

JFESP-4W

JFESP-2

JFESP-3

JFESP-4

JFESP-5L

JFESP-6L

78.70

61.18

76.42

96.99

103.9

135.3

133.8

153.0

106

105

120

U形鋼矢板の型式は用途および荷重条件に応じてご選定下さい。

U形鋼矢板

断面二次
モーメント
×10－8
（m4）

断面積
×10－4
（m2）

断面係数
×10－6
（m3）

有効
高さ
h

（mm）

有効幅
W

（mm）

厚　さ
t

（mm）
単位質量
（kg/m）

断面二次
モーメント
×10－8
（m4/m）

断面積
×10－4
（m2/m）

断面係数
×10－6
（m3/m）

単位質量
（kg/m2）

単位壁面積あたりの鋼材質量（kg/m2）

壁
幅
1
m
あ
た
り
断
面
二
次
モ
ー
メ
ン
ト

（
×
1
0
－
8
m
4
/m
）

50 100

3

3W

2W

4W
5L

4

150 200 250

2

6L

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

単位壁面積あたりの鋼材質量（kg/m2）

壁
幅
1
m
あ
た
り
断
面
係
数
（
×
1
0
－
6
m
3
/m
）

4,000

3,000

2,000

1,000

0
50 100

3

3W

2W

4W

5L

4

150 200 250

2

6L

w

ht

（全幅）

（全高さ）

8

塑性断面係数
／弾性断面係数
（Zp／Ze）

1.13

1.14

1.16

1.14

1.13

1.14

1.16

1.18



500

225

27.6

500

200

24.3

600

210

18.0

600

180

13.4

600

130
10.3

400

125
13.0

400

170

15.5

400

10010.5

JFESP-4W

JFESP-3W

JFESP-2W JFESP-2

JFESP-3

JFESP-4

JFESP-5L

JFESP-6L

9

（638）
（438）

（441）

（442）

（547）

（548）

（643）

（645）

（　）内数値は社内管理値です。予告なく変更する場合があります。

（150.7）
（124）

（150.5）

（193.5）

（223）

（249.5）

（203.1）

（233.5）



JFESP ®

形状と断面性能

■組み合わせ鋼矢板

組み合わせ鋼矢板はU形鋼矢板を2枚溶接して製作します。このため、大きな
断面性能を得ることができ、大型けい船岸壁などに最適です。また、型式を適
宜組み合わせることにより、設計条件に応じた経済的な設計ができます。

W

H

A B

B AW

H

A

B

溶接溶接

組み合わせ鋼矢板

形　式 寸　法 断面積 断面2次モーメント 断面係数 質　量（kg/m2）

404

435

466

387

445

471

497

600

600

600

400

500

500

500

207.8

239.2

270.6

194.0

267.6

286.8

306.0

346.3

398.7

451.0

484.0

535.2

573.6

612.0

50,600

66,400

86,500

41,400

79,000

92,900

109,000

84,300

111,000

144,000

103,000

158,000

186,000

217,000

2,500

2,860

3,710

2,140

3,550

3,870

4,370

4,170

4,770

6,190

5,350

7,100

7,740

8,750

272

313

354

380

420

450

480

258

299

336

361

399

429

456

245

286

319

342

378

408

432

100％ 90％ 80％

A鋼矢板長／B鋼矢板長

JFESP-3W

JFESP-4W

JFESP-4W

JFESP-4

JFESP-5L

JFESP-6L

JFESP-6L

JFESP-3W

JFESP-3W

JFESP-4W

JFESP-4

JFESP-5L

JFESP-5L

JFESP-6L

W
（mm）

H
（mm）

BA
単　体
×10－4
（m2）

壁幅1m
当たり
×10－4
（m2/m）

単　体
×10－8
（m4）

壁幅1m
当たり
×10－8
（m4/m）

単　体
×10－6
（m3）

壁幅1m
当たり
×10－6
（m3/m）

10



鋼矢板の互換性と回転角度

6°

6°

JFESPの継手部は、下図に示す範囲で、相互に嵌合することが可能です。
ただし、ハット形鋼矢板とU形鋼矢板は嵌合できません。

同型式の鋼矢板を嵌合させた時の標準回転角度は下記のとおりです。

JFESP-2 JFESP-3 JFESP-4

JFESP-5L JFESP-6L

JFESP-2W JFESP-3W JFESP-4W

標準的な嵌合可能範囲を示していますが、施工条件により、異なることがありますのでご注意下さい。

ハット形鋼矢板

U形鋼矢板

4°
4°

■標準回転角度

ハット形鋼矢板

U形鋼矢板

嵌合可能

JFESP- JFESP-

11

JFESP-50HJFESP-45HJFESP-10H JFESP-25H

嵌合可能

JFESP- JFESP-



JFESP ®

コーナー鋼矢板

■断面性能

標準回転角度2

材　質1

熱間圧延によって製造される90°コーナー部専用の鋼矢板です。熱間圧延
製品ですから、加工コーナー矢板に比較して、形状ひずみが少なく、積み重
ねも可能なので、運搬、保管にも便利です。
打ち込みは一般の鋼矢板と同様に行なえます。

熱間圧延コーナー鋼矢板の材質はU形鋼矢板と同じです。

C3型と3型、C4型と4型を
嵌合させた時の標準回転角
度は、右図のとおりです。

熱間圧延コーナー鋼矢板

名　称

寸　法 断面積 断面2次モーメント 断面係数質　量

400 125 13.0 76.42 60.0 223150 2,220 16,800 1,340JFESP-C3

400 170 15.5 96.99 76.1 362190 4,670 38,600 2,270JFESP-C4

90°

9°＋
3°－

嵌合部拡大図

W
（mm）

h
（mm）

t
（mm）

1枚当たり
×10－4
（m2）

1枚当たり
（kg/m）

壁幅1m
当たり

（kg/m2）

1枚当たり
×10－8
（m4）

壁幅1m
当たり
×10－8
（m4/m）

1枚当たり
×10－6
（m3）

壁幅1m
当たり
×10－6
（m3/m）

互換性3

JFESP-3JFESP-2 JFESP-4

JFESP-C3 JFESP-C4

JFESP-3W JFESP-4W

コーナー側継手部の互換性です。
標準的な嵌合可能範囲を示していますが、施工条件により異なることがありますのでご注意下さい。

C3, C4とU形鋼矢板 嵌合可能

JFESP- JFESP-

12
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異形鋼矢板

鋼矢板壁中心寸法が鋼矢板有効幅の整数倍であれば、簡単に閉合させることができます。

異形鋼矢板の製造可否については個別にお問い合わせください。

打設要領図4

偶数

奇数

奇数

偶数

奇数 偶数

1

1

1

1 3 5

2

3

5

2

2

4

4

6

8

3

5

7

2

2

2 4

4 6 8

4 6 8 10 12

1

1 3 5 7 9

3 5 7 9 11

異形鋼矢板は、A, Bの寸法に基づき製造します。

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

ハット形鋼矢板

U形鋼矢板

1. 法線を直角に変える場合 2. U形鋼矢板と接続する場合

1. すみ矢板 2. 接続矢板

R-type O-type OT-type CT -typeC -type

13
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施工方法

鋼矢板の主な施工方法はバイブロハンマ工法と圧入工法です。鋼矢板の型式や現場の条件によって
適切な施工方法および施工機械が選定されます。

バイブロハンマにより発生させる鉛直方向の振動を鋼矢板に
伝達し、土中に打ち込む工法です。

・打撃力を利用しないため鋼矢板頭部の損傷がない
・施工能率が高い
・打込みと引抜きが兼用できる

バイブロハンマ工法

特 　長

※ハット形鋼矢板は貫入抵抗が大きいためダブルチャック
　での把持が必要です。
※ハットチャックは、JFESP-10H、JFESP-25H、　
　JFESP-45H、JFESP-50Hそれぞれに適合した機種を
　ご使用願います。

既に打ち込んだ鋼矢板をつかみ、その引抜き抵抗力を反力と
して新しい鋼矢板を油圧で押し込む工法です。

・低振動、低騒音での施工ができる
・コンパクトで狭隘地施工や桁下施工にも対応する
・補助工法を用いて硬質地盤でも施工ができる

圧入工法

特 　長

ダブルチャック装着例

打設状況

打設状況

把持断面

把持断面

U形鋼矢板
（シングルチャック）

ハット形鋼矢板
（ダブルチャック）

U形鋼矢板

ハット形鋼矢板

チャック
箇所

チャック
箇所

チャック
箇所

チャック
箇所

バイブロ
ハンマ

チャック
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H

B
Y

Y

XX
t1

t2

r

t2

長　さ ：
材　質 ：

標準長さはJISどおり、最大長さは30.0mです。
土木建築構造物の基礎に使用するH形鋼ぐいに関してはJIS A 5526 H形鋼ぐい SHK400, 490M
一般構造用のH形鋼に関してはJIS G 3101一般構造用圧延鋼材SS400を標準とします。

■寸法・断面性能表

H形鋼ぐい

200

250

300

344

350

400

400

414

428

458

498

500

200

250

300

348

350

400

408

405

407

417

432

500

8

9

10

10

12

13

21

18

20

30

45

25

12

14

15

16

19

21

21

28

35

50

70

25

13

13

13

13

13

22

22

22

22

22

22

26

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

6,353

9,143

1,185

1,440

1,719

2,187

2,507

2,954

3,607

5,286

7,701

3,683

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

472

107

202

328

398

666

709

928

119

187

298

163

ー7

ー6

ー6

ー6

ー6

ー6

ー6

ー6

ー5

ー5

ー5

ー5

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

160

365

675

112

136

224

238

310

394

605

944

522

ー7

ー7

ー7

ー6

ー6

ー6

ー6

ー6

ー6

ー6

ー6

ー6

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

472

860

135

191

228

333

354

448

557

817

120

652

ー6

ー6

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー4

ー5

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

160

292

450

646

776

112

117

153

193

290

437

209

ー6

ー6

ー6

ー6

ー6

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

862

108

131

151

152

175

168

177

182

188

197

210

ー4

ー3

ー3

ー3

ー3

ー3

ー3

ー3

ー3

ー3

ー3

ー3

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

502

632

755

884

889

101

975

102

104

107

111

119

ー4

ー4

ー4

ー4

ー4

ー3

ー4

ー3

ー3

ー3

ー3

ー3

200×200

300×300

400×400

500×500

350×350

250×250

49.9

71.8

93.0

113

135

172

197

232

283

415

605

289

寸  法  mm 断面積 断面二次モーメント 断面二次半径断面係数

m2 lx
m4

l y
m4

Zx
m3

Zy
m3

i x
m

iy
mkg/m

単位質量
呼称寸法

H B t1 t2 r

ー6

ー6

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5

ー5
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※3）（一社）鋼管杭・鋼矢板技術協会発行「重防食鋼矢板製品仕様書」によります。

JFE マリンコート®鋼矢板は、被覆材として耐薬品性、耐候性に優れたウレタンエラストマーを
用いており、長期間にわたる防食性能、耐久力を有します。

JFE マリンコート®鋼矢板は長期防食性能が期待できますので、構造物の防食に関するトータル
コストを低減できます。

JFE  マリンコート®鋼矢板（重防食鋼矢板）

1. 長期にわたる優れた防食性

2. 優れた経済性

厳しい品質管理のもとで工場生産されるため、均一で高品質な商品です。
3. 優れた品質

ウレタンエラストマー被覆

JFE  マリンコート®鋼矢板に用いる被覆材料（ウレタンエラストマー）の基本物性は下記のとおりです。

JFE  マリンコート®鋼矢板の特長

JFE  マリンコート®被覆材料の基本物性

被覆の構成

ウレタンエラストマー被覆

特殊表面処理層（特殊プライマー）

鋼矢板

ウレタンエラストマー

※1）

※2）

重防食鋼矢板は、設置後定期的な維持管理が必要とされております。詳細につきましては、（一財）沿岸技術研究センター発行の「港湾鋼構造物防食・補修
マニュアル」および「港湾鋼構造物の維持・補修マニュアル」をご参照下さい。
重防食鋼矢板は、通常港湾内での使用を想定して製造しております。

※1）

※2）

項　　　目 数　値 ※3）

1.0 以上

8.0 以上

30 以上

50 以上

0.35 以下

1.0×1012 以上

3.0 以上

（g/cm3）

（MPa）

（％）

（HDD）

（％）

（Ω・cm）

（MPa）

比 重

引 張 強 さ

引張破壊ひずみ

硬 さ

吸 水 率

体 積 抵 抗 率

接 着 力

JFESP®関連商品
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継手部被覆範囲

製造可能範囲および仕様

※1） 被覆長6～9mについては、別途ご相談下さい。

被覆長

商品長

非被覆長非被覆長

断面当りの被覆長さ（参考値）（m）

色鋼矢板種類

ウレタン
エラストマー 1～6 300以上 標準2.0 黒

2W, 3W, 4W, 5L, 6L

10H,25H,45H,50H

※1被覆長
（m）

端部非被覆長
（mm）

被覆厚
（mm）

異形鋼矢板などの形状が複雑な場合も重防食被覆が
可能ですが、仕様については別途ご相談下さい。

2W

3W

4W

0.65

0.72

0.75

5L

6L

0.66

0.70

2W

3W

4W

0.77

0.84

0.87

5L

6L

0.76

0.80

10H

25H

1.05

1.20

45H

50H

1.32

1.33

U形鋼矢板

重防食被覆

重防食被覆

20mm
±10mm

20mm
±10mm

A　部
B　部

被覆厚さは、下限を2.0mmとします。 

ハット形鋼矢板

陸　側

河・海側

20mm
±10mm

被覆厚さの下限を2.0mmとする範囲 
被覆はするが膜厚の規定をしない範囲 

60mm
±10mm

陸　側

河・海側
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JFESP®鋼矢板の腐食時の断面係数

腐食時の断面係数を計算した図表を以下に掲載します。

: 腐食時の鋼矢板断面係数（×10-6m3/m）
: 腐食のない場合の鋼矢板断面係数（×10-6m3/m）
: 腐食時の鋼矢板断面係数のZ0に対する割合η=Z/Zo（%）
: 鋼矢板各面の腐食厚さ（mm）
: t2とt1の比　α＝t2/t1　

Z
Z0
η

t1、t2
α

陸側

海側 t2

t1
t2

t1

t2
t1

t2
t1

t2
t1

t2
t1

ハット形鋼矢板

詳細は（一社）鋼管杭・鋼矢板技術協会発行 鋼矢板 ー設計から施工までー をご参照
下さい。

ハット形鋼矢板

0.0 1.0 2.0
t1 (mm)

η
　
（
％
）

30

100

90

80

70

60

50

40

3.0 4.0

α＝0.00

α＝0.25

α＝0.50

α＝0.75

α＝1.00

JFESP-10H

η
　
（
％
）

30

100

90

80

70

60

50

40

0.0 1.0 2.0
t1 (mm)

3.0 4.0

α＝0.00

α＝0.25

α＝0.50
α＝0.75

α＝1.00

JFESP-25H

0.0 1.0 2.0
t1 (mm)

η
　
（
％
）

100

90

80

70

60

50
3.0 4.0

α＝0.00

α＝0.25

α＝0.50

α＝0.75

α＝1.00

JFESP-45H

η
　
（
％
）

50

100

90

80

70

60

0.0 1.0 2.0
t1 (mm)

3.0 4.0

α＝1.00

α＝0.75

α＝0.50

α＝0.25

α＝0.00

JFESP-50H

18



: 腐食時の鋼矢板断面係数（×10-6m3/m）
: 腐食のない場合の鋼矢板断面係数（×10-6m3/m）
: 腐食時の鋼矢板断面係数のZ0に対する割合η=Z/Zo（%）
: 鋼矢板各面の腐食厚さ（mm）
: t2とt1の比　α＝t2/t1　

Z
Z0
η

t1、t2
α

1,100

1,000

900

800

700

600

500

400

Z（×10-6m3/m）

100

90

80

70

60

50

η
（％）

t1 (mm)
0 1 2 3 4 5 6

α
＝
1.0

α＝0.5

α＝0.25α
＝
0.75

α＝0
α＝0.5

JFESP-2W

2,800
2,700
2,600
2,500
2,400
2,300
2,200
2,100
2,000
1,900
1,800
1,700
1,600
1,500

Z（×10-6m3/m）

100

90

80

70

60

η
（％）

α
＝
1.0

α＝0.5

α＝0.25

α
＝
0.75

α＝0

t1 (mm)
0 1 2 3 4 5 6 7

JFESP-4W

1,900

1,800

1,700

1,600

1,500

1,400

1,300

1,200

1,100

1,000

Z（×10-6m3/m）

100

90

80

70

60

η
（％）

t1 (mm)
0 1 2 3 4 5 6

α
＝
1.0

α
＝
0.5

α＝0.25

α
＝
0.75

α＝0

JFESP-3W

3,200
3,100
3,000
2,900
2,800
2,700
2,600
2,500
2,400
2,300
2,200
2,100
2,000
1,900

Z（×10-6m3/m）

100

90

80

70

η
（％）

t1 (mm)
0 1 2 3 4 5 6

α
＝
1.0

α＝0.5

α＝0.25

α＝0.75

α＝0

JFESP-5L

3,900
3,800
3,700
3,600
3,500
3,400
3,300
3,200
3,100
3,000
2,900
2,800
2,700
2,600
2,500

Z（×10-6m3/m）

100

90

80

70

η
（％）

t1 (mm)
0 1 2 3 4 5 6

α
＝
1.0

α＝0.5

α＝0.25α＝0.75

α＝0

JFESP-6L

U形鋼矢板

t2 t2t2

t1

t2
t2 t2t1t1 t1

t1t1

陸側

海側

U形鋼矢板

19

詳細は（一社）鋼管杭・鋼矢板技術協会発行 鋼矢板 ー設計から施工までー をご参照
下さい。
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表示例

■表示例

社　章
規格記号
断面寸法
長　さ
製品番号
鋼　番
JISマーク
登録認証機関略号
認証番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9

WK

JFESP-3W
SYW295

F8602-700
F8602-700

8CLR056-01
3-62250 9.5  M 3
A276 P

E4ARS-C

SPEC  規格

S IZE  断面寸法

HEAT   No .   炉鋼番

LOT  No .  ロットNo .

PRODUCT  No .   製品No .

LENGTH   長さ

1

2

3

4

5

6

7 8
9

SYW295
JFESP-2

12.00 M   C-5408   Q2

30/9A    8A1211-001A
WD56235-002

JFE-WF

1
2

3
4

5

6

7

8
9

20
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●ご注文・お問い合わせは、下記または最寄りのJFEスチールまでお寄せ下さい。

東京都千代田区内幸町2丁目2番3号（日比谷国際ビル）
建材センター  建材営業部 土木建材室

大阪市北区堂島1丁目6番20号（堂島アバンザ）
大阪建材・プロジェクト営業部  土木建材室

名古屋市中村区名駅三丁目28番12号（大名古屋ビルヂング27F）
名古屋鋼材営業部  建材・鋼管室

東　京

大　阪

名古屋

〒100-0011
TEL.03（3597）4010

〒530-8353
TEL.06（6342）0722

〒451-6018
TEL.052（561）8613

FAX.03（3597）3292

FAX.06（6342）0756

FAX.052（561）3374
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